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概要

ビジネス上の課題
優先度の高いワークロードの SLA違反は、多くの環境で許容されません。IT部門は、事業部門
に対して可能な限り最善のサービスを提供しなければならないことを理解しています。それに対
して、事業部門はコスト抑制戦略を優先します。予算超過が SLA違反とほぼ同等に許容できない
と見なされているためです。  

キャパシティ制限違反とコスト増大、またはビジネス・クリティカルな SLAへの影響に関する議論
が加熱し、ときには責任の押し付け合いになりますが、その間に顧客エクスペリエンスが低下して
しまいます。課題は、いかにして期待どおりの SLAを最善の価格で達成するかということです。

MLCは、メインフレームがデプロイされる事業部門にとって、毎月の請求書で単独最大と見なさ
れがちです。MLCの請求額は、その月の 4時間ピーク・キャパシティ使用量（4時間ローリング
平均： R4HA）によって決まります。

IT部門と事業部門の関係者は両方とも、コストへの影響を最小限に抑えて各 SLAの重要なワー
クロードを完了するための予測可能でプロアクティブな方法を望んでいます。価格オプション、監
視変数、およびリソース管理戦略の最善の組み合わせを選択することで、大幅な節約を実現でき
ます。

ソリューションの概要
CA Dynamic Capacity Intelligenceは、使いやすく完全に自動化されたインテリジェントなキャ
パシティ管理 /リアルタイム動的キャッピング・ソリューションです。このソリューションの目的は、
SLAの監視および効果的な管理と運用効率の改善を実現できるようにすることです。SLAを満た
せるように優先度の高いメインフレームのワークロードが必要なキャパシティを使用できるように
すると同時に、MLCの価格設定から推測を排除することにより、IT部門が迅速に価値を実現でき
るようにします。

このソリューションは、時間的にもビジネス的にも重要な緊急のタスクと、しばらく延期できる優
先度の低いタスクとを区別します。このソリューションは、メインフレーム・キャパシティのバラン
ス調整を自動化してMLC料金を削減すると同時に重要なワークロードを常に達成することにより、
コストがピークになる時間帯の 1時間あたりの総 MSU（Million Service Units）使用を低減しま
す。

このソリューションにより、会社全体のデプロイ、監視、およびレポート生成を簡素化および自動
化できる一元管理が可能になります。その結果、ソフトウェア・ポートフォリオの使用とコストなど、
運用のさまざまな面の煩雑さからスタッフを解放できます。

主なメリット /成果

• SLA管理を改善：  ミッションクリティカルなア
プリケーション・デリバリと運用を継続的に最
適化できます。

• 優先度の高いワークロードの継続的な最適化
を自動化：  メインフレームの使用可能なキャパ
シティを LPAR境界を越えて移動します。

• ソフトウェアのコストの抑制と制御：  MLCへ
の影響を最小限に抑えて、各 SLAの重要なワー
クロードを完了するように柔軟に対応できま
す。

主な機能

• MLCへの影響を最小限に抑えて、各 SLAの優
先度の高いワークロードを完了できます。

• 重要なワークロードを実行していてキャパシ
ティを必要とする LPARSに使用可能なキャパ
シティを動的に移動できます。

• キャパシティのバランス調整をリアルタイムで
自動化することで、使用可能なキャパシティを
完全に活用できます。  

• リアルタイムのキャパシティ管理に関連した労
力を削減できます。

• キャパシティ移動時に実行されるアクションを
完全に把握できます。

CA Dynamic Capacity Intelligence

z Systems®向けの CA Dynamic Capacity Intelligenceは、プロアクティブで予測可能なキャパシティ管理によって、優先度
の高いワークロードに割り当てられるシステム・リソースを最適化します。このキャパシティ管理ツールによって、メインフレーム・
キャパシティの管理と活用を改善して、月々のライセンス料金（MLC）を削減できます。インテリジェントな自動化によって予
定外のコストの急増を回避して IT部門を強化でき、自動化された動的キャパシティ最適化を通じてサービスレベル・アグリー
メント（SLA）の管理を改善できます。
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リアルタイムのピーク 4時間ローリング平均（R4HA）使用量、上限、および MSUを簡単
に表示できる

重要な差別化要因
• ワークロードをより大きなキャパシティに移
動するという現在利用できる他の最適化手法
とは異なり、このソリューションはワークロー
ドのキャパシティ使用を継続的に分析して自
動的かつ動的にキャパシティを必要とされて
いる時と場所へ移動することにより、重要な
ワークロードについて SLAを維持できるよう
にします。

• IBMの Group Capacity Limit（GCL： LPARS
のグループの場合 )およびDefined Capacity
（DC： 単一の LPARの場合 )との連携（連携
の有無、組み込み）機能を持つこのソリュー
ションは、現在入手できる唯一のソリューショ
ンです。  

• LPAR内または LPAR間でワークロードの優先
度に基づいて MSUキャパシティの優先度を
決定できます。また、MSU使用について柔
軟な範囲を定義でき、最小限の使用量を自
動的に割り当てることができます。

• 定義した最小限の使用量をすでに超過してい
る場合は、それを新しい基準として定義する
ことができます。

• ビジネス・イノベーションを実現するために、
より多くのリソースを移動してメインフレーム
での処理で、ソフトウェア・コストを低減する
ことにより、CTOの期待に応える優れた事業
継続性を達成し、CFOが要求するより経済的
なメインフレーム・プラットフォームを実現し、
全体的な顧客エクスペリエンスを改善するこ
とができます。  

関連製品 
• Mainframe Operations Intelligence：  組み込みの分析機能により、問題をプロアクティブ
に防止し、問題修復を迅速化し、さらに多くのことを達成します。

詳細については、ca.com/jp/dciをご覧ください。
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